〔南山苑　委員会事業報告〕


平成１5年度　南山苑委員会事業報告

行事委員会

行事委員長　川口　美佐子

【報告概要】

　大行事・野外行事を計画し、利用者様の日常生活の活性化、人間関係の広がりを図り、また地域との交流を意識したプログラム運営を行った。

【報告項目】

１）サービス

行事全般の開催

　２）教育

事前ボランティアの導入

　３）システム

編集会議の電子会議化

４）その他

慰問・ボランティアの依頼及びお礼文の徹底

【報告内容】

1． 行事全般の開催

平成15年度行事実施表

	開催日
	行　事
	行　　事
	参加人数
	ボランティア数


	５
	16
	ドライブ（1グループ）
	蕪島　※雨天の為
	5名
	２名（職員）

	
	23
	春遠足（２グループ）
	こどもの国
	4名
	1名（職員）

	６
	18
	お食事とお買い物
	ピアドゥー
	5名
	3名（職員）

	７
	6
	七夕祭り
	２Ｆ多目的ホール
	147名
	2５名　　　　

(田面木保育園様)

	
	14
	さくらんぼ狩り
	名川さくらんぼ農園
	4名
	1名(一般の方)

	８
	3
	三社大祭
	八戸市庁前
	10名
	1名(一般の方)

	
	27
	納涼会
	南郷村カッコーの森
	5名
	4名(一般の方)

	９
	14
	敬老会
	２Ｆ多目的ホール
	128名
	21名（チャイルドハウス様・田面木保育園様）

	10
	11
	青仁会祭り
	青南病院(メンタルケア病棟前)・南山苑
	法人全体
	69名（学生・慰問ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）

	
	22
	収穫祭
	２Ｆ多目的ホール
	128名
	1名(一般の方)

	
	25
	運動会
	２Ｆ多目的ホール
	115名
	無し

	
	29
	お食事とお買い物
	ピアドゥー
	5名
	1名(職員)

	
	31
	お茶会
	南郷村渓松庵
	5名
	4名(一般の方)

	11
	7
	お食事とお買い物
	八食センター
	4名
	無し

	12
	1
	芸能鑑賞会
	２Ｆ多目的ホール
	114名
	光星学院応援団20名・小中野踊りクラブ5名

	
	25
	クリスマス会
	２Ｆ多目的ホール
	125名
	30名(田面木保育園)

	１
	10
	新年会
	２Ｆ多目的ホール
	121名
	51名(是川中央保育園・学生)

	２
	18
	えんぶり鑑賞会
	２Ｆ多目的ホール
	126名
	26名（上組町えんぶり組）

	３
	３
	ひなまつり
	２Ｆ多目的ホール
	118名
	６名(ﾁｬｲﾙﾄﾞﾊｳｽ)

	
	31
	納会
	２Ｆ多目的ホール
	未定
	ﾏｷﾊﾞﾄﾝｺﾒｯﾂ(人数未定)


１）以上の行事にあたり、理事長へ提出する計画書の決済は原則１ヶ月前までとし、報告書の決

　　済は2週間以内とし提出してきた。

　２）事業計画の段階で8月9日開催予定であった南山祭は、今年度から法人合同での祭り開催を事業計画後、企画したため、開催できなかった。10月11日法人合同祭りを開催し、各施設で各担当を決め役割配分し､南山苑は、屋台・広報・チケットを担当し、地域への一般開放を行い盛大に開催した。また、12月の芸能観賞会、1月の新年会はご家族への呼びかけ、行事食及び季節に合ったおやつの提供、複数の慰問者による出し物及び職員の出し物などを行った。

　３）委員会のミーティング開催については、各行事前後に余裕を持って行った。その他に1ヶ月に1度、委員会のミーティングを開催し、今年度初の試みであった法人合同祭りについて役割を分担し、進行状況・計画案を討議しあった。法人合同祭り・新年会については、担当者が全職員に行事を把握してもらうよう全体ミーティングを２度開催し、当日の注意事項・流れ等の説明を行った。また、苑内行事については、担当者が主となり、行事前は、注意事項やプログラム討議した。行事後は、反省点・意見などを会議で討議し、委員会のミーティング議事録をその都度、電子会議室に掲載した。

　４）平成１５年１２月～平成１６年３月までの野外行事については、インフルエンザの流行等が予想された為、中止とした。その代償として、３月３１日に苑内行事「納会」を開催し、利用者の皆様に今年度を振り返って頂き、職員の出し物を見て楽しんで頂く会を設けていたが、その中に慰問者の出し物として、マキバトンコメッツによる出し物を組み入れ、行事を開催した。

　５）今年度、行事委員会が主体となり行事運営を行っていたが、委員会内での運営が多く、全職員への伝達や指導が疎かになってしまった場合もあった為、行事担当者を全職員に振り分け、

　　　行事委員は担当者への指導・助言・補助などを行い、行事運営していった方が良いと思われる。その際、行事担当者及び新人職員へは年１回行事についてのミーティングを開催し、運営手順・注意事項等についての教育を行う必要がある。現在、次期委員長と行事運営マニュアルを作成中。

２．事前ボランティアの導入

　　　　平成15年度の芸能鑑賞会については、当日の勤務者が多かった為、慰問者以外のボランティアは導入しなかったが、新年会に関しては、慰問者の他に学生ボランティアを募集し

　　　　その中から事前ボランティアの募集も行ったが、年末年始という事もあり、ボランティア側の都合が付かなかった為、個人に電話やＦＡＸにて詳細事項を送付したり、行事当日早めに集合してもらい、注意事項、仕事内容など事細かに説明した。10月の法人合同祭りでのボランティア募集にあたっては、青南病院に引継ぎ、事前ボランティアのミーティングを9月27日に行った。

３．編集会議の電子会議化

1） 各行事終了後、電子会議にて行事運営やプログラム内容についての反省・意見を取り上げ、次回の行事運営に役立てていく事としていたが、直接会議を設け各行事報告書の中にある次回への提言の中に打ち込み提出した。また、行事１週間前までに行事計画書の内容を電子会議に掲載し、全職員が行事内容を把握し、スムーズに行事を進行できるようにすることとしていたが直接各担当者と個別ミーティングを行い役割把握してもらっていた。

４．慰問・ボランティアの依頼及びお礼文の徹底

　　１）慰問・ボランティアの依頼

　　　　ボランティア募集には、昨年度の行事で協力して頂いた学校・利用者様の御家族へ、ＦＡＸや広報等に募集事項を掲載して、随時呼びかけていた。

　　　　また、行事を利用者様や来客者の方々に、より楽しんで頂く為に、慰問の方々の参加も委員会の方で随時、催し物開催の依頼を行った。

　　　　また、上半期においては、新人職員のボランティアも呼びかけ、行事について把握してもらう機会を設けた。

　　２）お礼文の徹底

　　　　行事協力して頂いたボランティア・慰問の方々へ感謝の意と来年度も引き続き参加して頂く為に、各参加者へお礼文を作成し、送付している。更に、慰問の方々へはお礼品も準備・発注し、行事終了後お渡ししてきた。

　　　　行事終了後、直ちに送付する事ができるように、行事準備期間中に同時進行で作成していき、三日以内にはお届けできるようお礼文の徹底を図った。










